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9)オ トガイ部における舌孔の出現部位 と顎舌
骨筋 との位置関係
○森蔭 直広1,浜田 智弘2,宇佐美晶信3,高田 訓2
(奥羽大 ・大学院・顎口腔外科1,
奥羽大 ・歯・口腔外科2,奥羽大・歯・生体構造3)
【緒 言】舌孔の有無が内出血に関連 している場
合がある。舌孔に関しての研究は行われているが
周囲の軟組織 との関係についての報告はなく,実
際の出現部位を特定できる研究はほとんどない。
そこで,顎 舌骨筋付着部に対す る垂直的位置関係
で把握す ることにより,舌孔の出現部位 と周囲軟
組織 との関連の推測が可能 となると考え検討を
行った。
【材料および方法】奥羽大学倫理審査委員会の承
認(承 認番号105号)を得た後,奥 羽大学実習用
遺体25体において顎舌骨筋 を剖出 し,下 顎骨へ
の付着部にマーキング したのちに,歯 科用コーン
ビームCTを 撮影 した。得 られた画像 データか ら
舌孔の出現部位と顎舌骨筋付着部を観察 した。
顎舌骨筋線を垂直的基準とし,上 方を舌下隙,
下方を顎下隙に分類 した。 さらに,顎 舌骨筋線の
垂直的位置の把握のため,正 中部におけるオ トガ
イ棘 と下顎下縁の距離(AC)と,各 部における
顎舌骨筋付着部と下顎下縁の距離(BC)を計測 し,
その比率(BC/AC)を求めた。近遠心的基準 と
して,オ トガイ棘外側縁とオ トガイ孔近前縁の間
を2等分 し,オ トガイ棘側およびオ トガイ孔側 と
して,舌 孔の出現部位 を分類 した。
【結 果】観察 された舌孔の全数は35個であり,
舌下隙15個中オ トガイ棘側で5個(33.3%)オト
ガイ孔側で10個(66.7%)であり,顎下隙20個中,
オ トガイ棘側で1個(5.0%),オトガイ孔側で19
個(95.0%)であった。顎舌骨筋線の垂直的位置
関係(BC/AC)は,オトガイ棘外側 縁では,ほ
ぼ中央(52.0%)であるのに対 し,オ トガイ孔前
縁では上方(79.2%)に位置 し,それ らの中央部
ではほぼ中間の高さ(66.6%)であった。
【考 察】このたびの検討では,オ トガイ棘側で
は舌下隙,オ トガイ孔側では顎下隙に舌孔が多く
開口していた。顎舌骨筋線の垂直的位置は,正 中
付近では下顎下縁からオ トガイ棘までの距離の中
央 に位置 し,小 臼歯部ではより上方に存在 してい
たことから,歯の喪失に伴 う形態変化の影響が少
ないオ トガイ棘をランドマークとした顎舌骨筋線
の垂直的位置の推測が,顎 骨手術に伴 う術後の内
出血の術前診断に有用であると考えられる。
【結 語】今回私たちは,オ トガイ部における舌
孔の出現部位 と顎舌骨筋 との位置関係について検
討を行 ったので報告 した。
